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私のこ
の論文は大学のリポジ
トリに登録してもらえるんだろ
うか。いや、でもこれはやっぱり学
会に聞いてみないといかんな。いや意外
とリポジトリを運営している図書館にでも
聞いてみたらあっさりわかるかもしれないか。
うーん、他にも自分のホームページに実績とし
て本文を置きたい論文があるんだがなぁ。それ
についてはやはり自分で学会に聞いてみないと
まずいか。えーと、なになに、○○学会の規定
が書いてあるURL は…と。あと何学会を調べ
ればいいんだ？面倒くさい、あぁ面倒だ。
こういうのどこか一覧化しているところ
はないのか？Open Access は大いに
賛成だがこの手間があるから面
倒なのだ、実際のとこ
ろ。
最近学
会員の先生や大学図書
館のリポジトリ担当者からの問
い合わせが増えてきたわ…何って「私
の論文を大学のリポジトリに載せてもい
いかい？」「先生の論文をリポジトリに載せ
たいんだけど、おたくの学会の方針はどうな
んですか？」とかそういう問い合わせ。改めて
自分の学会のHPとか規則とか見直してみたけ
ど、そういうの定めてないわね…。他の学会は
どうなのかしら。先生や図書館から問い合わせ
受けているのはうちだけじゃないはず！うー
ん、でも規定の載せ方も学会によって違う
わね。どこか「これは！」と思うような、
参考になるようなポリシーを載せて
いるところないかしら。これが
わかれば助かるんだけ
ど。
ありが
とうございます先生、
早速リポジトリに登録させてい
ただきます！って張り切って答えて
しまったけど、本当に大丈夫だろうか。
やはり発行元の学会に無断で載せるわけに
はいかないだろう…。でもうちは総合大学だ
から、いろんな分野の先生からの提供論文につ
いて、その都度学会に問い合わせをするとなる
と…これは大変。先生ご自身が「学会に聞いたら
大丈夫だって」っておっしゃってくれれば、即
登録できるだろうけど、なかなかそこまで調べ
てくださるケースはないのが現状。今どこの
大学もリポジトリは力を入れているから、
うちもコンテンツ増やしたいのはヤマ
ヤマなのだが、この労力はなん
としても減らしたいとこ
ろだ。
リポジトリだけではなくて、HPへの掲載可否も載っているのか。
これでいわゆるセルフ・アーカイブを安心して進められるな。そ
ういえば○○先生もいちいち掲載許可を学会に問い合わせてたみ
たいだから、このサイトの存在を教えてあげよう。おお、しかも
これ、国内のほとんどの学会をカバーしているんじゃないか！？
しかも徐々に Blue ポリシーが増えてきているみたいだ。うーん、
学術情報流通がこれで変わっていくかもしれない。
最近、問い合わせが多いってことで、うちの学会でも委員会で決
めようとしているけど、OA方針の策定に他学会の方針を参考に
できるわね。同分野の学会の方針はどんな感じかしら？あ、よく
みたら学会の方針とは別に、刊行雑誌ごとのOA方針も掲載でき
るのね。ここまで決めておけば、問い合わせもぐっと減りそうだ
わ！方針変更のときも即時に修正できる！？それは Staﬀ Only 機
能なのね…。Staﬀ登録していいか今度委員会に聞いてみようっと。
方針ごとの詳細検索もできるから、出版社版の掲載可の学会誌論
文に的を絞れば、リポジトリコンテンツの収集速度が加速しそう
だ。しかもいろいろな API が実装されているみたいだから、
OPAC にうまく取り込んで、新たな図書館サービスとしても使え
るかもしれない。これで国内は SCPJ ！海外は SHERPA/RoMEO！
の確認で、コンテンツ提供者や学協会への問い合わせもだいぶ減
らせるな。よかった！ ( 心から !! )
